











































『古事記』の建内宿祢は、天皇の御代の長きにわたり登場し、要所で顔を出す。理想の忠臣像を描いているとされている。説話部分における建内宿祢は、場面により建内宿祢・建内宿祢命・建内宿祢大臣、と異なる呼び名で記されている。 「大臣」は役職号だが、 「命」という敬称は、基本的に神々、天皇、天皇に準じる存在の皇子たちに限り使用される。臣下である建内宿祢が「命」と称され のはなぜか。本論では敬称を起点として建内宿祢が『古事記』でど ような役割を担 描かれているかを検討する。まず、建内宿祢を含めた「命」と称される臣下の例について、先行研
究を踏まえて考察を行い、 「命」と称される場合は、神々や天皇などの上位者の命を受けている状態であるこ を確認する。次に説話部分を文脈にそって検討し、どのような場面で「命」と称され のか またそれが『古事記』において 意味を持つのかを考察する。【キーワード】
建内宿祢、敬称、呼称、臣下、命
はじめに
『古事記』における建内宿祢は、成務・仲哀・応神・仁徳の四代の天皇に仕えた人物として描かれている。 『古事記』で初め 「大臣」という職を与えられる等、天皇の世界を支えた理想的な臣下とされており、このような臣下は他に例がない。説話部分の建内宿祢をみる 、場面により建内宿祢「命」 、建内宿祢「大臣」と呼び方が異なることがわかる。














二）波多八代宿祢は、 （波多臣・林臣・波美臣・星川臣・淡海臣・長谷部君が祖なり。 ）次に許勢小柄宿祢は、 （許勢臣・雀部臣・軽部臣が祖なり。 ）次に蘇賀石河宿祢は（蘇賀臣・川辺臣・田中臣・高向臣・小治田臣・桜井臣・岸田臣等が祖なり。 ）次に平群都久宿祢は、 （平群臣・佐和良臣・馬御
　
連等が祖なり。 ）次に木角宿祢は、
























































伊奢沙和気大神命 夜の夢に見えて云らししく、 吾が名 以ちて 子の御名に易へまく欲し。 」
　
て、言祷きて白ししく、 「恐し。命の随に易



















































































































































































































































此の中の「大臣」は称号とみないとして、建内宿祢と同命の使分けは特に身分 変化とは考え難く、記自体 は何故か不明である。が是は宣命（藤原不比等に食封を賜ふ宣命、慶雲四年）に「建内宿祢命」と宣命として他の人物 例のない書き方をしているのが参考にされるので、記に於 は 下には称号 附さぬのが一般的である。にも拘らず記の作者の時代には彼 史上独特の人物であり、其様に呼習はしていた を まゝ自然 採つたものがあるのではなかろうか
◯
。
「命」について、 「記」の成立時の状況を考慮して言及している。しかし、この指摘は「命」と称される場合について説明ができるが、 『記』における建内宿祢 必ずしも「命」が用いられるわけではない。そのため、他の説話部分をどのように理解するかと う問題が残る。これに対して矢嶋泉氏は、 『記』の「王」の使用を考察する中で、 「命」




の部分で「建内宿祢は当初から臣下 して扱われている節があ 、従って、建内宿祢の場合、無称号が基本的な在りようと見られる。 「大臣」は職務に着目した称、 「命」 天皇ないしそれに準じた上位者の命令を合意した称号とみればよいのではないか
◯
。 」と補足している。また矢嶋




は天皇また れに準ずる存在から 命令を受けて行動して 時のであろうという指摘は理解できる。では、なぜ場面 より敬称が異なるのであろうか。
先行論では『記』の敬称を全体的 把握し説明することに主眼が置か
れているが、この方法だと建内宿祢は例外 あ という説明に留まる。そこでこ 例外に説明を加える手段として、先行論で指摘されている「命」の敬称について念頭におき、より具的にそれぞれの説話を掘り
下げていくことにしたい。建内宿祢の敬称は、文脈によって適切な敬称を使用し ると推察できる 各説話を検討することで、 『記』における建内宿祢がどのような役割を担い描かれているか、より鮮明に浮かび上が のではないだろうか。

建内宿祢についてみてみると、 【本文】の気比大神との名易と、 【本


























































































































































り、海外から来た技術者を使い最新の を作ったこと 示 だろう。当然ながらそれは建内宿祢の意志をもって自ら行 ものではなく、天皇の「命」をうけたものと理解でき 造 は天皇 より される 業であることが明らかになる。

次に建内宿祢命の歌の場面についてみてみよう。 【本文】では、大





であると御酒 由来 少名毘古那神は、上巻 大国主と協力し
――







の場面で「ヨリマシ して神の言葉を発している大后は、サニハ側かは「神」と一体化した身体と見られている」ためとする。そのように理解をすれば、必然的に建内宿祢命が歌をこたえるこ も納得できる。つまり、神と歌をかわすことができるのは、神のこ ばを理解できるもであり、この場面では建内宿祢であるこ 当然だろう。そして の酒楽歌をもって 仲哀天皇の御代が終わり、応神天皇 御代へと移り変わるのである。
次に【本文】の仁徳天皇条の歌をみよう。雁の卵の瑞祥譚は建内宿
祢が登場する最後の説話である。渡り鳥である雁 産卵は日本でお なわれることは珍しく、仁徳天皇は長寿者 ある建内宿祢命に雁が卵を産むときいた があ か と問いかけている。この場面で、建内宿祢命と称される点について、仁徳天皇の皇后である石之日売の祖父に たため、という指摘がある それだけでは他の場面に敬称がつく理由を説明するこ がで ない
◯
。そこで注目するのは、 「歌を以て」という表
現である。この表現は『記』では五例あるが、 『記』では歌をかわす場合、 「歌曰く」とするのが一般的である。この場面にある「歌を以て」とは、 「歌によって」ということをわざわざ記している。これは日常のことばとは異なることを示唆しており、歌 なければならない場面だと考えるこ ができる
◯
。仁徳天皇の問いに対して、建内宿祢は歌で聞いた
ことがない 答え その後天皇から琴を与えられ、いつまでも国を治められるでしょう てい 。 の説話では、今までに前例のない不思議な出来事 ある雁の産卵を 瑞祥と判断して仁徳天皇の治世を讃えている。瑞祥であるとい 答え 琴を弾くことで明らかになって る。琴は【本文】の息長帯日売命の神帰せにあるように、その音色をもって神の声をきく重要な道具であ 。そし は、 または天皇 許された者でなければ専有できない 指摘されている
◯
。ここでも建内宿祢は




た。 「命」の敬称は、基本的に臣下に付されるもの はな が、文脈によって「命」と称される例がある。建内宿祢の場合は、系譜に敬称がな
――
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